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淡路島のカメムシ類について

堀田久

談銘脇のカメムシ甑については、愛酸大学農学部昆虫学研究室のメンバーによる調査報告があ
る。〈本四架檎ルートの島々 の昆虫相）

薙者も淡路島内においてカメムシ頚をいくらか採集しているので、種名の判明したものを報告
しておきたい。

なお、番号の碗に番印を付したものは今回淡諮島から新に肥録されるものである。本文中に記
録した標本は、すべて筆者自身が採集したものであり、現在手許に保管している。
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ツチカメムシ科Cydnidae

1．ツチカメムシMacroscytusjaponensisScott

洲本市安乎町,1ex．,10.Vm｡1974

カメムシ科Pentatomidae

美2．アカスジキンカメムシPoecilocoriS1ewゴ.siDistant

諭鎚羽山,1ex.,29.V1.1974､

z3.オオキンカメムシmucoryssesgrandisThunberg

鋤餌羽山,1ex.,29.Vn.1974

なお、藤富正昭氏は、1974年秋、洲本市中川原町の兵庫県立農業試験場淡路分場で、
本極を多数採集されたそうである。

4．フタテンカメムシLapriusvarゴ.corniSDallas

洲本市安乎町71ex,,7.VⅢ．1947;､先山1eX.,10.ⅥⅡ.1950
茶5．シロヘリカメムシAenalialewisiScott

先山,1ex.,16,Vm.1950.

6．ムラサキシラホシカメムシEysarcoriefallaxBx､eddj.n
洲本市安乎町,1eX.,18.Vm.1947.

詩7．トゲカメムシCarbulahumerigeraUhler

先山,1ex.,1.1X.1947,1eX.,23，VX.1951
8．クサギカメムシHalyomorphabrevieWalker
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サシガ〆科Reduviidae

弧19．クロモンサシガメPiratesturpigwalker

洲本(j安乎町,1ex.,18．V.1974

鵲20．キイロサシガメSirtheneaflaviPeSStal

洲本市安乎町,1ex.,21.n.1973

21．シマサシガメSphedanolestesimpressicollisStal
三熊山,1ex．,25.VⅡ、1952
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吹 上浜の甲虫2種

1972年7月20日、県の計画している自然植物園候舗地を見に行き、吹上浜でオオヒョウ
タンゴミムシとシロスジコガネをひろったので報告しておく。何れも国立淡路青年の家の庭先の電
灯に来ていたものである。シロスジコガネは非常に多かったが、死んで時間のたったものばかり
で、良品266，19を証拠として持ち湯った。ヒゲコガネもいるものと探してみたが発見でき
なかった。近くを通る機会があったら立寄って、電燈の下の死骸を探してみて下さい。とんだ珍

（神大農奥谷禎一〉
品いるかも知れません。

〃

アオマツムシについて

I
アオマツムシCalyptotryPushibinonisMatsumuraは、東洋熱帯産で大正
時代に東京で初めて採集された記録があり、そのころ日本へ帰化したものと思われる。兵庫県で
は宝塚市や西宮市では早くから生息が確認されていたが、その他では採集された記録が見られな
いようである。

筆者は、1973年10月4日、洲本市安乎町の自宅で16を採集したが、1974年8月19
日にも自宅で18を採集し、その後11月初旬までに多数の個体を観察した。本種はサクラやモ
モの葉を食べることが知られているが、安乎町でもサクラの木に生息し、筆者はサクラの葉を与
えて1カ月以上飼育することができた。夜になるとカン高い声でチリリーとよく鳴いていた。

（堀田久）
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